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３．研究会開催
第 1 回から第 8 回は、2014 年度に開催（研究論集第 1 号に掲載）
第 9 回から第 13 回は、2015 年度に開催（研究論集第 2 号に掲載）
第 14 回から第 16 回は、2016 年度に開催（研究論集第 3 号に掲載）
第 17 回から第 27 回は、2017 年度に開催（研究論集第 4 号に掲載）
第 28 回研究会
日　程： 2018 年 10 月 19 日（金）　13:00 ～ 14:30
会　場： 専修大学生田校舎 3 号館 337 教室
報告者： Carola Hommerich（北海道大学）
出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、飯沼健子、大矢根淳、神原理、丸茂雄一、
 矢崎慶太郎、小森田龍生
内　容： Carola Hommerich “Measuring Happiness: The Structure of 
 Determinants and Possible Interpretations”
古市憲寿『絶望の国の幸福な若者たち』（講談社、2011 年）の議論の妥当性を、ド
イツ日本研究所調査（2009 年）と国民生活選好度調査（2010 年）の個票分析を通じ
て検証した。古市の議論を支持する結果として、（1）幸福の構造は年齢によって異な
る、（2）将来への明るい展望をもたない者ほど（コンサマトリー指向）現時点での主
観的ウェルビーイングが高い、（3）（現代日本の若者には物質的な欲望があまりない
ので）経済状況への満足度は主観的ウェルビーイングと関連しない、の 3 つが確認さ
れた。一方、古市の議論を否定する結果としては、（1）（現代日本の若者にとって仲
間との関係が何よりも重要であるという古市説に反して）友人満足度が主観的ウェル
ビーイングに与える影響は（どの世代でも）有意でない、（2）（若者は身近な小さい
世界の中で満足しているという古市説に反して）若年層において、全体社会の中にい
るという感覚は主観的ウェルビーイングに有意な効果を持っており、しかもこの効果
は他の年齢層よりも強い、の 2 つが確認された。
第 29 回研究会
日　程： 2019 年 2 月 7 日（木）　14:00 ～ 16:30
会　場： 専修大学生田校舎 3 号館 社会知性開発研究センター 3
報告者： Suk-Ki Kong（ソウル国立大学アジア研究所 
 Seoul National University Asia Center）
出席者： 原田博夫、嶋根克己、神原理、稲田十一、矢崎慶太郎、
 長尾謙吉、傅凱儀、三石博行、市川顕
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内　容： Suk-Ki Kong “Mapping Out Korean Civil Society and its Engagement in 
 Social Economy”
韓国の市民社会における NGO の実態を質的・量的調査のアプローチから明らかに
した。全体的な傾向として、これまで NGO は政府と長らく激しい対立関係にあり、
NGO の自律性は相対的に強い傾向にあったが、近年 NGO の社会的コミットメント
を重視する政策の影響もあり、両者はより密接な協力関係を築くようになってきた。
しかし政府がますます社会福祉政策に乗りだし NGO との連携を強化する反面、近年
市民社会の衰退も顕在化してきた。調査結果からは、NGO 職員の高齢化、またその
結果としての SNS などの情報社会に適した広報活動の遅れ、NGO の評価として市民
社会への信頼低下、政策影響力の低下が明らかになった。またこれまで大学教授など
の知識人層が、NGO の組織化・運営に強く関わってきた傾向があるが、近年ますま
す知識人の関与も減る傾向にあることがわかった。こうした状況のなかで、今後の韓
国市民社会において NGO はどのような役割を持つべきか、時代の変化にどのように
対応しうるかについて議論を行った。
第 30 回研究会（社会科学研究所と共催）
日　程： 2019 年 3 月 18 日（月）　15:00 ～ 17:00
会　場： 専修大学生田校舎 2 号館 ラーニングスタジオ 211
報告者： 原田博夫
内　容： 原田博夫「中国・新常態研究を振り返り―研究者・原田博夫は
 なぜアジア・中国研究にシフトしたのか」
研究者・原田博夫が、中国・アジア調査にコミットするきっかけは、2000 年以降、
社会科学研究所の海外調査に同行することから始まった。文部科学省私立大学戦略的
研究基盤形成支援事業に採択された社会関係資本研究センター（2009 年度～ 2013 年
度）およびソーシャル・ウェルビーイング研究センタ （ー2014 年度～ 2018 年度）では、
いずれも代表を務め、アジアをフィールドとして調査（フィールドワークとサーベイ）
を進めた。その基本的視点は、アジアの経済発展と生活満足度を類型化と段階論の観
点から、把握しようとするものだった。このスタンスは、6th OECD World Forum
（韓国・仁川、2018 年 11 月 27 日～ 29 日）や 7th World Government Summit & 3rd 
Global Dailogue for Happiness and Wellbeing（アラブ首長国連邦・ドバイ、2019 年
2 月 10 日～ 12 日）に参加することで、問題状況のグローバルな広がりと同時代性の
認識を共有化することができた。近未来の日本にとっても、座視できない課題に満ち
ているものと確信している、との発表がなされた。
